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受賞の感想と今後の抱負  

この度はてんかんにおける我々の取り組みを評価いただき、栄誉ある本賞を賜りましたこ

と、大変光栄に存じます。これまでにご指導いただいた先生方やご協力いただいた方々に深

く感謝申し上げます。今後より一層、てんかん診療の発展にむけて尽力して参りたいと存じ

ます。今後ともご指導のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

医学研究のテーマ 

「三重県におけるてんかん地域診療連携制度の整備」 

 

 

研究の概要と将来展望  
てんかんは多彩な病像をもつ慢性神経疾患である。薬物療法による発作抑制率は 70％程度であ

り、残り 30％は難治性となり、人生の長い時間てんかんと対峙しなければならない、いわゆる難

病である。てんかん治療の現場では、疾患治療と同時に諸問題（精神症状、就学・就労、自動車運

転、妊娠・出産、スティグマなど）に対応すべく、精神・神経疾患の総合的問題解決が求められ

る。諸問題は個別化・多様化しており、多職種を連携した取り組みでなければ解決できない事例

が多い。こうした問題を抱えたてんかんに対して、2015 年から厚生労働省により「てんかん診療

拠点病院整備事業」が開始された。これは各三次医療圏に 1 つ以上の拠点病院を設置する制度で

あり、てんかん医療の均てん化を目指した取り組みである。現在の日本のてんかん診療は都市圏

に集中しており、地方では専門医の数も不足し十分な診療を地域に提供できていない状況である

（専門医数でみると、東京 100 人以上に比べ、三重 3人）。 

実際に三重県はてんかん診療の後進地域に該当し、これまでは非専門医による薬物療法は行えて

も、難治てんかん患者に対して専門医による精密検査やてんかん外科治療を行うことができない

ため、他県のてんかんセンターへ患者を紹介せざるを得ない状況であった。しかしながら、患者

側としては遠方への通院は困難であるため、しぶしぶ治療を諦めざるを得ない事例も存在し、十

分なてんかん診療の提供は行えず悩ましい状況であった。こうした三重県のてんかん診療をとり

まく状況を解決すべく、てんかん地域診療連携制度の整備を目指した取り組みである。 
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略歴 
2006 年 3月 三重大学医学部卒業 

 2012 年 4 月 三重大学大学院医学系研究科脳神経外科入学 

 2016 年 3 月 三重大学大学院医学系研究科脳神経外科満期退学 

 
職歴 

2006 年 4月 鈴鹿中央総合病院 研修医 

2008 年 4月 三重大学病院 脳神経外科 

2009 年 7月 市立伊勢総合病院 脳神経外科 

2010 年 5月 山田赤十字病院（伊勢赤十字病院） 脳神経外科 

2011 年 4月 済生会松阪総合病院 脳神経外科 

2014 年 4月 三重大学病院 脳神経外科 

2016 年 10 月 鈴鹿回生病院 脳神経外科 

2018 年 4月 聖隷浜松病院 脳神経外科・てんかん科 

2020 年 4月 静岡てんかん・神経医療センター てんかん科 

2021 年 4月 鈴鹿回生病院 脳神経外科 

 
研究歴 

2014 年 10 月 Royal College of Surgeons in Ireland Dept of Physiology & Medical Physics. 

Medical Staff 

 

 

専門分野  

  脳神経外科学 てんかん学 

 

医学博士、専門医資格など 

 
2017 年 3月 三重大学大学院 博士号取得 

 

日本脳神経外科学会専門医・指導医 

日本てんかん学会専門医 

日本脳卒中学会認定脳卒中専門医・指導医 

脳血栓回収療法実施医 

迷走神経刺激療法（VNS）資格認定医 

日本定位機能神経外科学会機能的定位脳手術技術認定医 

日本臨床神経生理学会脳波専門医 

術中脳脊髄モニタリング認定医 

 



 

 

 

 

 


